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を』と、各地・一丸となって優勝6:印旨しました。{澗迪記事は４ページに記紀}
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平
成
2
5
．
年
度
上
半
期

　
　
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）

｛
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
予
算
執
行
状
況

●
予
算
の
祐
正
と
繰
越

　
当
初
予
算
は
5
4
億
９
Ｓ
０
０
万
円
で
、
９
月
に
予
算
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。
植
正
の
内
容
は
、
地
方
交
付
税
の

交
付
決
定
や
前
年
・
度
か
ら
の
繰
越
金
な
ど
の
財
源
調
整
と

平
成
Ｍ
年
度
に
お
い
。
て
国
の
補
正
。
予
算
で
採
択
さ
れ
た
韮

山
住
宅
建
設
工
事
や
町
恣
改
良
工
事
の
平
成
2
5
年
度
か
ら

平
成
Ｍ
年
度
へ
の
前
倒
し
な
と
に
よ
り
、
６
‐
ａ
’
Ｏ
Ｏ
万
円

の
減
額
を
行
い
、
5
4
億
３
１
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
Ｍ
年
度
の
国
の
補
正
予
算
で
採
択
’
さ
れ
た

事
業
や
・
工
期
の
関
・
係
な
ど
で
前
年
度
か
ら
繰
越
し
た
事
・
業

の
予
算
６
億
７
７
７
９
万
円
を
加
え
た
旧
信
８
７
９
万
円

が
今
年
度
の
執
行
予
定
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
歳
入
の
収
入
状
況

　
上
半
期
の
歳
入
予
算
に
対
し
Ｆ

ｇ
;
ｌ
ａ
ｓ
‐
ｒ
‘
'
‐
ｏ

ｋ
円
、

4
5
・
－
％
の
収
入
と
な
ウ
て
お
り
、
内
訳
は
喪
１
の
と
お
・

り
で
す
。

　
町
民
皆
さ
ん
か
』
り
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
や
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
。
地
方
交
付
税
・
各
。
種
交
付
金
に
は
定
め
ら
れ
た

納
付
時
期
や
交
付
時
期
が
あ
り
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
納
入

が
あ
っ
て
い
ま
す
’

　
た
だ
し
。
特
定
日
的
の
事
業
に
対
し
て
交
付
・
さ
れ
る
国

や
県
支
出
・
金
は
、
事
業
完
了
後
に
交
付
さ
れ
る
た
め
年
度

の
・
後
半
に
集
中
す
る
こ
と
が
多
く
、
上
半
期
の
収
入
率
は

・
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
税
や
地
方
交
付
税
‐
ｆ
各
技
交
付
金
な
ど
は
。

　
町
で
は
、
年
２
回
以
上
、
「
地
方
自
治
法
」
及
び
「
波
佐
見
町
財
政
事
情
説
明
書

の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
４
月
号
で
当
初
予
算
状
Ｓ
‘

５
ｔ
号
で
平
成
2
4
年
度
決
算

状
況
、
そ
し
て
今
月
号
で
９
月
末
ま
で
の
上
層
・
瑚
の
執
行
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
・
ま

す
。

予
定
ど
お
り
収
入
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
歳
出
の
執
行
状
況

　
９
月
末
ま
で
の
支
出
済
額
は
、
喪
２
・
の
と
お
リ
９
一
億
３

５
３
６
万
円
’
S

‐
r
s
｡
’
a
．
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
農
林
水
産
費
や
土
木
費
で
執
行
率
が
倣
く
な
っ
て

お
り
。
こ
れ
ら
の
費
目
の
大
部
分
を
占
め
る
補
助
事
業
や

公
共
事
業
は
、
既
に
事
業
着
手
や
発
注
を
行
っ
て
い
ま
す

が
事
業
完
了
ま
で
に
は
一
定
時
間
が
か
か
り
、
下
半
期
の

(歳入)一般会計の執行状況表！

　　科　　回

　－　-一一一一　-一一一一

町　　　　　税

　予算顎

11弛69咄方円

収入額

6億旭75円

収入串

　一一一一一一

　543

,

0％

地方譲与税
　　　固60万円

　　　　　　　■■■㎜㎜　　　　■●㎜-■■■'‾1唖31卯万円

　　　　印2万円

16咄咄71万円

1657万円 27,3％

池方消Ｒ税交fl斑 7邨2万円　57.1％

　502万円:10{〕.0％地方特例交付金

　　　　　　　一一-　--地右交付税 13憬5邨2万円　71,8％

その弛交付羞 　150{)万円

1億23G8万円

　7773万円

　J5万円

4237乃同

3?33万円

26.4％

34,3％分担金一典担金

使用料・手数料 佃,0％

一間支出金 9帰3545万円 　2但37〔)8万円

■㎜-.II■　　　9255万円

　1箆肪S6万円

25.3％

i2.9％県　支　廻　差

繰　　越　　金

7慢1図9万円

　　－　－　－　－1弛88砧万円 100.0％

町　　　　　價 6霧垢10万円 0万円
　0.(]･％

㎜㎜㎜㎜-.-.

15

.

6％

　　　一一一一
45

､

i％

その悒収入 　1霞43印万円

61略叙9万円

　　2238万円

2?臨5?70万円ａ　　　　　計

完
了
後
、
支
出
を
行
う
こ
と
が
多
い
こ
と
が
倣
い
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
執
行
状
況
は
、
表

３
及
び
表
１
の
と
お
り
で
す
。

１
基
金
積
立
唇
及
び
地
方
債
の
現
在
高

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
基
金
嗅
立
額
は
、
表
５
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
。
方
債
（
町
の
借
金
）
の
９
月
末
時
点
の
残
高

は
、
画
６
の
と
・
お
り
で
あ
目
へ
地
方
債
の
借
入
は
対
象
で

あ
る
公
共
事
業
の
完
了
後
と
な
・
り
、
そ
の
完
了
が
下
半
期

に
な
る
た
め
、
上
半
期
の
借
入
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

一般会計の執行状況（歳出）表２

　　祠　　目

囃　　会　　賢

■ｍ -　- -一一一一　-一一
総　　務　　爽

一一
民　　伎　　賢

　　-一一一一　　一一
斯　　Ｓ　　饗

　　　　　一一一一　－
吋　　働　　舞

-----

膜林水溜蹟賢

鴎　　工　　員

　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜
土　　木　　爽

　予限額

　　栃05万円

　一一一一…一一一一一一一一

4峰9645万円

執行團

超78J5円

執行率
54.a％

2原11968万円 侶.2％

19嘔1171万円＝6但74M}万円

3暗々93乃円・1直列?2万円

　　砧78万円　　22935円

35.3％

･13.7％

　　-一一34.9％

　3暗4119万円:　　6132万円
　㎜㎜㎜㎜㎜　㎜㎜　　　㎜　1匯86e9万円･1皓1必3万円

11暗望10万円　3匯9(〕25万円

IB.0％

61.G％

　一一一一一一-

33.6％

洒　　防　　贅　2剛572万F9－ 1億145万円

教　　狗　　諏.6瞳1741乃円，2底1025万円

41.3％

40.6％

災害復旧賢　　22〔)0万円

　　　　　　一一一一　一一　　－　　一一一一公　　債　　諏　7箆10?5万1円

　　　　　　　-一一一一一一‥一一　　……予　　備　　員　　　笛00万'円

　　　5万円

3㈲1311万円

　Oj％

48.3％
　　　　　　　　　　0

　　－　－一一　一一

23倫＆Ｓ万円

0.0％

38.2％合　　　　　計61匿879万円

店蔵9･まq!∂2びほり



　　会計名

国民健康廉険事業

-一-‥-　‥
後期高齢者医療

n‘護保険事業
一 一

公共下水道事業

工業団地整備事業

上水道事業

区

一
報

資
本
的

　
収
支

億円

８ｒ

『
Ｉ
－
　
ｒ
□

U
M
7

『
Ｊ
　
つ
』

１

０

分

収入
一
支出

収入
一
支出

７

徊６
１
１
’
‐
‘
４
万
門

Ｔ
水

運
眼
就

基
金

一

-

一 一

予　莽　額

2億694万円

2億5805万円

　　4弱0万円

1億了316万円

予算額

表３　物

17億8737万円

1億3587万円

11億3435万円

4億1966万円
- 一 一 一 一

6S97万円

収入満額
- 一 一　 -

7億835万円

　　4787万円

4億70{}S万円

‥一一一一一一一一

1億1153万円

　　350万円

一

収入乖

－　－

　39､6％

　35.2％

　41､4％

　24.2％

S.1％

表４　企業会計の執行状況
工業用水道事業

執　行　額　執行率

1億3456万円
-一一一一一一一一

　　7491万

lnr2万

4262万

・

・

－

・

－ 49.9％

ａ
　
ｇ

ｎ
Ｕ
’
｀
ｕ
】

6％

区　分

- 一

一

支出済額 執行串
　　　　　一一　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜－･･

7億499r万円　屹0％

　　･i466万円

-一一‥･一一‥‥一一‥一　…-‥‥-一一

4億5092万円

1億4212万円

　≡　　i　’　I
　　　126万円

予翼害P鶴fi樋

1654万円

-
15㈲万円

-一一一一一一一一　　　　－
鰭　こ　ご1ｺﾞ

表５　基金の現在高（平成25年９月末）

　　22s1万円

　　182万円

　一一･　　‥－

1億58咄万円

1億5805万円

32,9％

-一一一一

39,8％

33.9％

1,8％

執行率

１

3.5％

1.5％

100.0％

99,3％

５
億

日
０ａ

２
万
P!

Ｍ
一
一
聾
基
金

一般会計関係計25億91Q1万円

特別９計関係計　3億823.3万円

ｓＭ金：特定のlj的や財ｉ調整のために和み立てたtM刀

-'2･一一一一

一 一 一 一 一 一 一

一

減
債Ｓ

金

一一

　　　　斤　　　　ｇ

　　　　鴻　　　　－

　　　　ａ
　　　　・
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９
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1

－－_1.｡｡-_

1

-　

゜四

６　　　　８　　　　７に　　　¬

万　　　　３　　　　同　　；　　　　　　ｄ
円　　‾9‾　㎜㎜■■㎜■㎜■㎜■■■㎜　　■㎜㎜㎜㎜■㎜万一

　　　万　　　　　　　　　　　　　円

－ … 一 一

－

保
l

1S

基
金

-レ

介・

夥

準
価

基・

教鳶

欺ｌ

ｉ

表6

ｔ
地
一
発
基
一
一

ふ
る
さ
と
割
生
！
金

地方債現在高

晩
吸

福
祉
ｉ
金

児
滴

文
化ａ

金

そ
の
他
の
幕
金

ー　　　目 　　一般S=計

‥一一

　　　6j1億4{〕08万円

　　　　　　0万円

下水迦事業特別会計

　　　　　　　　一一
　　　29億3167万円

　　　　　　0万円

　　　　　･1324万円

　　　28億稲43万円

　町営工業団地
藻備事業特別会計

平同24年度末現在高

平成25年度上畢期悟入顎

平成25qE度｣二半期返済額

平成25年９月末現在高

4億5880万円

　　　　0万円

　　　　0万円　　　_._.‥

4億5880万円

　　　　　2億9285万円

‥一一

　　　　S1億･1723万円

一般会計以外の上半期執行状況
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急

平
成
2
5
年
健
康
づ
く
リ

斑

一一　　一別

武

‥-一一一一一一‥掴

一
h
＆
。
｡
|
｡
1

…
9
1
‐
i
l

［一
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也湛包には指圧1諮い

41111，

:･""__-　_‾'ま:

　
旬
月
1
3
臼
〔
日
〕
、
２
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
健
康
づ
く
リ
町
民
大
運
動
会
」

が
波
佐
見
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
と
も
一
丸
と
な
っ
て
優
勝

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
競
技
で
は
、
力
と
技
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
競
わ
れ
、
一
生
懸
命
に
競
技
す
る
選
手

に
対
し
て
各
地
区
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
総
合
成
績
で
は
協
和
郷
が
史
上
初
の
３
連
覇
を
成
し
遂
げ
、
新
た
な
記
録
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　
辛
優
肢
に
村
木
郷
、
第
３
位
に
永
尾
郷
が
入
リ
ま
し
た
。

　
躍
迎
宮
は
罰
回
か
ら
1
5
位
順
位
が
上
が
っ
た
井
石
部
が
獲
得
し
ま
し
た
。

メ
Ｗこk/=

４
・
曹
　
　
　
　
糾
＝

失
Ｊ

　
　
。
－
－
－
－
Ｆ
‐
－
Ｆ
－

－
リ
ー
’
ノ

”
”
”

”
・
’
・
ヤ
ー
・
・
」
一
一
一

一
‐
‐
一

Ｊ

Ｉ
Ｉ
ｐ
ｌ
－
ｉ

即ほ□　盾瑕詑刄∂



ja湿田
か15

r波佐見集の鮪で 駒 退銀座召 すら ｊ倒刻
　波佐見町議会では｡平成２５年第３回(９月)議会において、|波佐見焼の器で乾杯を推進する

条例｣を全会一致で可決しました。

　これは､景気低迷が続く申において、全盛期の罰３罰まで落ち込んだ波佐見焼をいかに盛り返す

か、さらに知名度のアップと需要拡大という難関を突破する一つの手段として、まずは嗜元からお

酒やソフトドリンクの栢類4ここだわらない波佐見焼の器を便っだ乾杯をお願いすることになりま

した。

　なお、この粂例は、９月２４日公布され睨行となっています。

波佐見焼の器で乾杯を推進する条例

　(目的)

　第１条　この条例は､歴史と伝統を誇る波佐見焼の器による乾杯の習慣を広めることにより、

　　陶磁器産業、酒造業その他関連産業の発展及び郷土愛の醸成を回り、もって食と器の文化
　　への理解の推進と産業の振興に寄与することを目的とする。

　(町の役割)

　第２呆　町は､波佐見焼の器による乾杯とその晋及の推進に積極的に取り組むよう努めるも

　　のとする、

　(事業者の役割)

　第３県　波佐見院に関わる事業を行う者は､波佐見暁の器による乾杯とその普及を捲｡進する

　　ために主体的に取り組むとともに､町及び他の事業者と相互に協力するよう努めるものと

　　する。

　(町民の協力)

　第４条　町民は､町及び事業者が行う波佐見焼の莽による乾杯とその糖及の推進に関する取

　　り組みに協力するよう努めるものとする。

　　　　附　則

　　　この条例は、公布の日から施行する。

｜

瀾めよう地域の絆参加しようコミュニティ涵朧
　コミュニティ活動は「地域のみんなが笑顔でＳらせる元気な町をつくりたい1そんな思いを持

って、地域をより良くするために行う住民主体の活動のことです。

●コミュニティ活動をサポート

　　長崎県では、地域の防災や防犯、高齢者の見守りや地域ぐるみの子育て支援など、地域の課

　題を解決して、地域を元気にしていこうとする取組みを支援し、コミュニティ活動の輪を広げ

　ようとi池域の元気づくり支援吊「業」に取り絹んでいます、

　　目指すのは、それぞれの地域に暮らす人たちの思いを活かした「地域発の地域づくり」です。

　　本町でも、この事業に取り組むために、波佐見町人づくり･まちづくり事業の中で「地域コ

　ミュニティの活性化を図るための事業」に取り組んでいます。

●補助対象者

　　小学校区単位の団体、複数の自治会等、地縁系の団体（自治会）

●補助対象となる事業の内容

　　地域コミュニティの活性化を図るための事業で、ＰＴＡ、=右入会、壮年会等の世代間交流を

　促進する事業

　人づくり・まちづくり事業には、他に次のような事業があります。

①人材育成のための事業

②伝統・文化の継承のための事業

③地域の自然環眼の保全、生活環境の改善および地域づくリ急識の高揚のための事業

④国内交流事業

⑤国際交流事業

●問い合わせ先　役場企画財政課企画係　･rl‘85-2111（内線211）

●glJ,り創闘佐尼



ja圀回力l

r題庇爆える当摺』･について

　皿jLJi

　トゲ1ドト千万　-ぺ1戸17日（日）は「税を考える週間」です。

　今年のテーマは「税の役割と税務署の仕事」です。税の役割、適正・公平な課税

と徴収の実現に向けた庁局署の取り組みや国税庁のICT（情報通信技術）化・国際

化に対する諸施策について紹介するとともに、国税電子申告･納税システム（e-Ta幻

の利用憚鳶に向けた情報を提供しています。

　詳しくは国税庁ホームページをご覧くたさい。

●国税庁ホームページhttp://www.nla.go.jp/
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｜１

　やせたいけど逐勁が続かない、どんな運動をすれぱいいのかわからないなど思い悩んでい

ませんか？

　町では、今年度よりrはっび～運動教室jを聞催しています。この教室では、インストラ

クターの先生が家庭でも実践できる効果的な運動を指導され、体力測定や血液検査などで効

果判定も行います。

　継続して運動を行うことにより、減量に成劫したり、血液検査の値も改善されます。生活

習憎を改善し、健康な生酒を送るために、一緒にがんぱってみませんか？

●対　・　者　30歳～74歳の町民の方で、特定健診や人間ドック辱の健診で体重・血圧・

　　　　　　　血糖・由i中屋質の値が要指導となった方｛血液検査の結果をご提示ください｝

　　　　　　　※闘問中継続して参加し、運動と生活習慣の見・しに取り岨む意欲のある方

●日時・内穿　平成弱年１月～３月（全10園）

　　　　　　　【昼の部113 : 30～1む00　健康チェック

●政場

●募集人数

●参加員

●募集期間

　　　　　14万:薗～!5: 30　運動

【夜の部】19 : 00一一19: 30　健康チェック

　　　　　19:3（）～21: 30　運勧

歿羅の剖か夜の部で、希望=者が多かった方の教室を闇催します。

【昼の部】総合文化会館、!夜の部】農村環境改善センター

20名

1.00（2）円（保険料含む）

12月27日（金）までに健康唱道係までご連飽ください。

　　　　　　　※注意事項…心臓病や高血圧などで通院中の方は主治医に裕談の上、参加し

　　　　　　　　　　　　　てください。

●問い合わせ先　役場健康推進謀健康増進係　賢85-2111｛内線131～133｝

2ひ73.リ　広j£浸･政男＠
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１２月１日は【世界エイズデー】です
　12月１日世界エイズデーは、エイズの麹延防止と患者・感染者に対する差別・偏

見の解消を図る目的としてWHO（世界保健機関）が提唱しております。

　日本Iでは、2012年末の時点でＨＩＶ感染者数14､706人、エイズ患者数6､719人の報

告があり、感染着の咽加が問題となっています。
　また、HIVに感染すると、自覚症状のない時期（無症候期）が数年続きます。

HIVに感染しても、それに由来する症状はありません。
HIV検査を受けることではじめて感染の為無を確認することができます。

早期発一見のために、まずは検査を受けてみませんか「?
　エイズは早期発見し治療することで、発病を予防したり、遅らせたりすることが

できます。
　【県央保健所　検査窓口】

　無ILこ」菖jaで下記のとおり検査を行っています。

【戮界エイズデーでの特別検査】

日　　時 即　日　検　査

検　査　日 12月２日（月）～３日（火）

　　受　付

検査項目

　　　10 : 00～i9 : 00

エイズ、Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎

結果 約１時間後

※原則､事前予約が必要です。

【通常の県央保健所での検査】

日　　時 週　常　検　査 即日検査

検　査　日 火隋臼い回／週） 男２木曜日｛１回／月）

受　付 　　　　　9 :00～17｢:30

エイズ、クラミジア、Ｂ型眠ｔＣ型肝炎

　　　　　　１週間後以降

　　　14 : 00～19 : 00

エイズ、Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎
　　　　　　…－　　　約１時間後

検査項目

　結果

※原則､事前予約が必要です。

●問い合わせ･予約先　県央保健所地域保健一健康対策班　･Ｓ０９５７－２６－３３０６

どんなひとの、どんな悩みにもよりそって、一緒に解決する方法を採します。

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ　　つなぐ　　　ささえる
0120-279-338

よりそいホットライン

２４時間　通話料無料

ＦＡＸでの相談にも応じています。

　０３－３８６８－３８１１

※秘密厳守　※携帯電話(pHS)､公衆電話からもつながります。

ひとりで抱え込まずに､お電話ください。

電話をかけると､音声ガイダンスが流

れます｡相談したいことを選んでくだ

さい。

電話相談の専門員がお持ちしています。

●Ｓは７７碩翻ま侭

①萄らしの中で困っていること､気持ちや悩みを

　周いてほしい方

②外国語による相談（ﾄleφline forForeignero

③性暴力、ドメスティックバイオレンスなど女性

　の相談

④性別や同性愛などに同わる相談

⑤死にたいほどのつらい気持ちを闇いてほしい方
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～県内最高齢夫婦の記録更新中～

響墜朧詣循でとうご客います
　特別養護老人ホームはさみ荘に入所中の岡部漓さん(梅木

場郷)が、この９本町３人目の曇高齢となる満102農の誕生

日を迎えられ、一滴町長からお祝いの花束が贈られ｡ました。

　この日、１屡ロビーで岡部さんに、j'あ誕生日おめでとう

ございます｡jと町長から誕生祝の花束が堰されると、恐縮

しながらも満面の笑顔でお礼の言葉を述べられました。

　岡部さんは、先に102歳の

誕生日を迎えられた奥輝の

トミさんとともに県内柔高

齢夫婦に認定されており、

今回その記録をまたーつ更

新されたことになります。

　今後もご夫婦で末永いご

長寿をお祈りします。

第８回めし碗グランプリ

４一滴町Ｒｶ･ら石飛を受け取る同陪ぎん

大農淡窓口
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　10月j1日の「陶一の日」のあわせ、動労福祉会館でめし院グラ

ンプリ審査会が行われました。247名、5j18点の応辱の中から阿賀

谷敏雄さん（奈徊県）作「布目測彩照茶碗」が大震に選ぱれたほ

か、11歳の橘国運さん｛東京都｝の作品が審蚕昆特別賞に還ぱれ

るなど、多様な作品が誤う、めし碗グランプリらしい結果となり

ました。

　また、当曰くらわん館で行われていたお茶消け碗100選や、審査

会後のやきもの大使申島誠之助さんの特別躊演にも多数の来場者

か訪れ、陶器の日を盛り上げていました。

つんの～で波佐見　ＴＯＵ・ＮＯＵの毘

誼佐竟愈らではの偉勲を

㎜ 皿 ■

　 - 一
一

ISQIりisi'111:li2i馮1=

』1－田iiさん作

－
一
一一

一一 一
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　波佐見町の陶器や農業などいろいろなモノを体験して楽しんでもうらおうと、「陶辰↑導」が開催され

でいます。９月７日｛土｝鬼木で案山子づくり、９月28日（土）永尾郷木場山で原木椎茸収穫体験、

９月29日（日）改苦センターで村木峠のニンニク･卵を便ったニンニク卵黄づくり、１０月6F日日）

井石郷でコンバイン＆トラクター体験の農梨間倆のイベントが開催され、地元をはじめ遠くは福岡市

内からも参加がありました。

　最初は皆さんどのように勤けぱいいか戸惑われていましたが、徐々にやり方などが分かると隅］りの

方との会話も弾み､イベンﾄの最後にはどの参加者からも波佐見ならではの体験企画に､「楽しかったj

　「面白かった」「とても呉重な体験でした」「お昼ごはんが美陣しかった」「農家の方とお話しができて

良かった」「いろいろな人と出会えて良かったjなどの感想が閲かれました。

らU/l
ど帑ll　l.　　　　　　　　　　IUlai嗣ii交るの？

　私も案ILI子になりきっで
Ａ大好・たったお・めたＳごllli

　ご飯。１属角べたλも・

※10月号の12ページ、「峡の里冊穣太鼓祭」の記事申、開催日が誤っていました

　のでお詫ぴいたします。

　正しくjむ」初回L5JI認孔、（誤:10月６日）

･･,ひとりでも遠転できたよ

2cﾌａ,７／菰政治拡!∂



様々なおもてなしで大満ih

1申翔｣』』勃禽nりぐリ

　10月2白日･27臼、巾高郷で｢第12回秋陶めぐり｣が開

催されました。16の窯元などが出店1j､来場者はお目当

ての・を見定めたり､店先でお茶やお菓子などのあもて

なしを受けていました。

　フェイスブツク限定イベントやジャズ演奏などもあ

り､来場者は少し競寒い秋の陶御中趨LI』を満喫している

ようでした。

第４７回波佐見町民文化祭

狼信男の文信大損

畑の｢京まつり＆･lf ・ 酒塾

懇わつた刎句狸
　1｛痢20日、杓水郷で「第８回唱の原まつリ」と

　「ザー洒塾」が開催されました。

　天候にも恵まれ、少し包いくらいの気温でしたが、

畑の聊まつりでは、廃山ｌ神太鼓、バンド演奏など

が会場を盛り上げ、地元の農産物直売コーナーも大

庭況で、歿後には景品が当たるもちまきも行われる

など、多くの人で賑わいました。

　サ・潜勢では、午前中に５月に圧I檻えをした稲を

参加者が手作業で刈り取りを行い、午後からは前回

作った自分だけのオリジナル酒器（ぐい呑み）に絵

付けを箇しました。

諮
　10月26日･27日、町民文化祭が波佐見町総合文化会館で

開催されました。

　会場には田這、盆栽、絵画など活動の成果を示す作品が

所狭しと展示され、来場者の目を聚しませていました。

　27｢日の芸能発表では､合唱や日本舞踊など多様な演技が

謨霞され、それそれに盛大な拍手が送られていました。

　　　　　4麗示|フラワーアレンジl

●aﾌｊｊ,ｙ／�蛎1･む2

j･屑１治政|

j、!畑の[iまつりＪでａ

　　　凋F99吻li売

Ａ１７・旭・』の福刈り

Ａ勲心に見定める来場者

▲芸能発表［;a佐SI中？校敗!lliii］

※10月号の13ページ、「広報文芸1の記痢中、山□美由園種の俳句が誤っていま

　したのでお詫ぴいたします。

　ＥしくはyJL里斑や痩鐙蛍掻揚』の一恵－」です。（誤：量田jやり
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1
0
月
・
扮
日
、
東
彼
杵
郡
内
小
学
生
の

陸
上
記
録
会
が
彼
杵
シ
ー
サ
イ
ド
公

圖
で
開
催
さ
れ
、
４
年
生
か
ら
Ｇ
年
生

の
四
人
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
郎
４
種
目
と
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
２
種
目
に
参
・
加
し

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
保
護
者
の
方
な
ど
が
見

守
る
中
『
新
記
録
を
日
指
し
て
一
生
懸

命
競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

・記録（町内小掌生の１位のみを記貌）l吻飾刄

り足り幅跳ひ

・小学５年生1女子）

　硯日矢衣菜叫丿小）３ｍ４む11

・小字６鉦生4女子）

　秋月　礼｛虫剥　3 m 38c11

り100 m

　・小字４恕生l女子〕

　JII□　進希!雨’釦　16砂０

　・小学６年生1男子3

　久一　峻良!宿小3　1211 5

り1000ぼrl

一小学４年生g男子3

　･柳本　聖太!雨･りり　３分39砂

・小字６年波｛男子3

　久野　蛯良g雨胴　３分18砂
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『
擲
勁
自
嘲
動
詞
題
鴎
７
卵
晦
闇
闇
自
』

　
1
0
月
５
日
に
、
波
改
易
町
豪
邁
安
全
母
の
舎
連
合
会

主
催
の
r
l
S
I
S
l
l
S
S
S
j

;
b
4
y
本
校
の
郡

活
動
ワ
フ
ト
テ
ニ
ス
ー
放
送
・
情
報
処
狸
の
生
徒

2
8
－
農
村
環
境
改
恪
セ
ン
タ
ー
で

の
出
発
式
の
後
、
町
内
2
2
地
区
の
高
齢
者
の
お
宅
を
、

母
の
会
会
員
、
中
学
宅
川
棚
警
察
石
の
否
・
貝
の
方
々

と
一
緒
に
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
先
で
腿
高
齢
者
が

関
係
す
る
恋
禰
事
故
の
撲
滅
を
願
っ
て
「
必
Ｔ
横
断

歩
一
を
鴻
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
す
る
鴎
や
蓋
同
は
明

る
い
目
立
つ
胆
沢
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」
。
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
高
校
生
に
と
っ
て
も
。

交
通
安
全
の
基
調
を
高
め
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
0
日
‥
９
日
に
、
国
の
｛
児
忿
で
生
徒
に
対
す
る
伝
統

的
・
‐
‐
一
芸
品
教
醒
眼
業
｝
の
一
一
と
し
て
、
波
佐
兄
焼
の

伝
統
工
芸
士
の
先
生
７
一
名
を
ぷ
挟
同
心
館
に
お
招
き
し

て
、
２
年
生
全
民
弐
同
素
に
r
&
&
S
S
U

4
j
l
i
l
催
し
ま
し

た
。
生
徒
は
雲
句
ろ
く
ろ
を
使
い
、
足
踏
み
ベ
ダ
ル
で
回
転
速

度
を
調
S
J
4
f
＆
F

i
5
‐
j
茶
碗
の
成
形
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

陶
―
器
文
化
を
中
心
に
栄
え
て
き
た
波
佐
見
町
に
あ
る
本
校
に

と
っ
て
、
伝
統
工
芸
士
の
方
々
の
技
術
を
直
復
学
ぴ
、
・
町
の
歴

史
や
陶
磁
器
に
つ
い
て
知
リ
、
「
や
き
も
の
」
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
君
Ⅲ
な
機
会
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
ひ
を
通
し
て
、

生
徒
が
地
域
や
日
本
文
化
を
知
リ
、
さ
ら
に
爽
昧
を
持
っ
た
生

徒
の
中
か
ら
、
「
や
き
も
の
」
を
専
門
的
に
学
ん
で
い
く
人
材
が
酉

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
・
い
た
波
佐
見
町

陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
に
は
深
く
感
。
諮
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
し
た
生
徒
の
一
人
は
、
「
先
ず
、
伝
統
工
芸
士
の
先
生
の

技
術
の
高
さ
に
驚
き
ま
Ｉ
し
た
。
最
初
か
ら
教
後
ま
で
『
と
て
も

丁
寧
に
気
持
ち
を
。
込
め
て
器
を
作
っ
て
お
ら
れ
。
心
が
こ
も
っ

た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
素
姑
ら
し
い
作
品
に
な
る
の
だ
・
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
私
た
一
一
気
か
聘
域
の
方
々
に
支
え
β
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
実
悪
し
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
述
ぺ
ま
し
た
。

▲辰lai!g:lg11活動｛出発iζF▲nl同一;Sla〔li城7r公士の力･りAili陶哨19会iろくろri形休Sむ

釦ほロぷ配笛庄g－
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゜
・
‐
‐
‐
　
　

‐‐
‐
。

‐
　

‐
一
一
一
包
「
Ｊ
一
一
一
。
一
一

一 一
一
・
・
剖
丿
辿

予

言

「
サ
ブ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」

大
村
雨
饅
薬
剤
師
会
　
奥
田
　
浩
人
（
川
棚
町
）

　
薬
局
に
勤
務
す
る
と
、
思
考
さ

ん
か
ら
時
々
、
老
化
防
止
の
た
め

に
、
ビ
タ
ミ
ン
削
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン

跨
い
ろ
い
ろ
な
サ
ブ
リ
メ
ン
ト
を

飲
む
の
は
ど
う
で
す
か
？
と
質
問

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
の
図
画
】
は
、
ア
メ

リ
ー
刀
で
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
・
飲
ん
で
い

る
男
性
医
師
と
飲
ん
で
な
い
男
性

医
師
で
死
亡
率
に
差
は
無
か
つ
た

そ
』
。
っ
で
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
一
度

ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
・
れ
・
だ
後
、
ふ

た
た
び
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
両
・
生
さ
れ

る
保
証
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
有
名
な
俳
優
を
起
用
し

て
、
肢
の
痛
み
が
良
く
な
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
・
の

Ｃ
Ｍ
が
あ
り
ま
Ｉ
す
か
、
吸
収
後
ま

た
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
に
両
生
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
・
。
お
値

段
は
印
錠
で
８
千
円
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
『
サ
ブ
リ
メ
ン
ト
は
や
め

て
、
月
に
一
環
。
家
族
で
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
に
行
か
れ
て
は
ど

う
で
す
か
と
勧
め
て
。
い
ま
す
‘

　
し
か
し
、
中
に
は
ど
う
し
て
も

何
か
あ
る
で
し
よ
う
と
二
ａ
わ
れ
る

人
に
は
、
整
腸
剤
を
勧
め
ま
す
。

　
理
由
は
、
人
の
免
疫
の
大
き
な

投
。
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
腸

萱
免
疫
系
で
す
。
湿
潤
で
適
温
を

S
4
1
1
‘l
生
物
の
感
染
を
受
け
や

す
い
岨
處
で
す
。
そ
こ
に
毎
日
、

大
量
の
食
・
物
や
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌

な
ど
の
沢
・
物
が
侵
入
し
て
き
ま
す
。

腸
管
は
そ
れ
ら
。
か
。
有
益
か
萄
旨

か
一
別
し
、
体
内
に
受
け
入
れ
る

か
排
除
・
す
る
か
浹
め
る
高
度
な
免

疫
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
。

腸
包
に
は
全
リ
・
ン
パ
Ｍ
’
の
圀
Ｉ
7
0

％
が
集
約
し
こ
全
抗
体
の
6
0
％
が

腸
管
で
作
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
こ

こ
を
い
い
環
境
に
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
雄
要
で
す
・
。
そ
・
こ
で
、
堅

島
剤
を
服
用
し
て
。
笛
。
玉
荷
を
増

・
や
そ
う
と
い
う
考
・
え
で
す
。

　
以
前
、
京
都
大
学
で
マ
ウ
ス
の

実
験
で
ピ
フ
ィ
ズ
ス
菌
製
剤
を
与

え
た
ほ
う
が
、
長
生
き
し
た
と
い

う
仮
痘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
整
泥
剤
の
良
い
と
こ
は

お
通
じ
も
良
く
な
り
、
す
ぐ
に
実

感
・
で
ぎ
ま
す
。

　
最
近
は
、
本
屋
さ
ん
の
店
頭
や

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
健
膀
胱
報
が

氾
濫
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
梱

喘
な
事
例
を
取
り
上
け
て
、
誤
解

さ
せ
る
・
内
容
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ホ
ー
ム
Ｆ
・
ク
タ
ー
や

か
か
り
つ
け
薬
局
で
相
談
し
て
か

ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
決
定
し
て

く
だ
さ
・
い
。
お
薬
と
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
畝
み
合
・
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

冪
局
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

---一---一-一

■
－
■

。
ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
９
９
ｅ
ｅ
ｅ

。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！
。

　
　
Ｃ
Ｏ
Ｄ
‐
Ｄ
は
、
主
に
長
年
の
喫
煙
習
慣
が
原
因
で
発
症

　
し
『
呼
吸
機
能
が
低
下
し
て
・
い
く
肺
の
病
気
’
で
す
。
。
以
前
は

　
「
慢
性
気
管
支
炎
」
「
肺
気
腫
」
と
別
々
に
呼
ぱ
れ
て
い
ま
し

　
た
が
、
こ
の
２
つ
を
総
称
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
‐
ｎ
エ
慢
性
‐
閉
塞
性

　
肺
疾
思
ご
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
予
防
と
薬

　
均
等
に
よ
・
る
池
原
。
が
可
能
な
肺
の
「
生
活
習
慣
病
」
で
す
。

　
　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
代
表
的
な
症
状
は
、
「
動
作
時
の
息
切
れ
」

　
と
「
慢
性
的
な
咳
’
痰
」
で
す
。
息
切
れ
は
歳
の
せ
い
、
咳
や

　
訣
は
院
診
の
せ
・
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
り
、
本
人
が
気
付

　
き
難
い
症
状
の
た
め
。
家
族
か
ら
症
状
を
指
摘
す
る
こ
と

　
が
唄
要
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
が
毘
・
症
化
す
る
と
、
階
段
を
上
が

　
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
。
鹿
っ
て
い
て
も
息
切
れ
症
状
が
酷

　
く
な
り
。
日
常
生
活
に
大
き
く
支
障
を
き
・
た
す
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
‐
Ｄ
は
重
症
化
す
る
と
死
・
亡
率
の
高
・
い
命

　
に
関
わ
る
病
気
で
す
。
。
平
成
２
３
年
に
は
日
本
で
約
１
７
・

　
０
０
０
－
ハ
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
男
性
の
死

　
亡
原
因
と
し
て
は
第
７
・
位
で
し
た
。

　
　
Ｃ
Ｏ
ｐ
Ｄ
に
な
る
と
呼
吸
慢
能
は
元
の
・
健
康
な
状
舗
に

　
は
戻
ら
な
い
の
で
、
早
期
発
見
’
『
早
期
治
療
を
行
い
、
悪
化

　
を
く
い
と
め
・
る
こ
と
が
一
要
と
な
‥
リ
ま
・
す
。
日
本
で
の
推

　
計
患
老
一
似
４
５
３
０
万
人
を
超
え
る
と
回
わ
れ
て
・
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は
約
２
２
万
人
で
、
９
５

　
％
以
上
の
人
は
Ｉ
切
な
池
原
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
・
息
切

　
れ
・
や
慢
性
的
な
咳
・
痰
な
ど
の
症
・
状
の
あ
る
方
は
、
・
ｒ
か
り

　
つ
け
医
や
呼
吸
器
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。
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口賢役場TEL85･2111 1総台文化会館:TELB5-2034　4暮らしと情報

●開催日時

　11月23日｛土・祝｝10 : 00～16 : 00

●内　　容

　無料体験コーナー・クイズラリー･･共同国発品

　の販売コーナーなど

・入場ぱ無料ですが、10名以上の団体でご来場の

　端合は、事前にご連絡ください。

●開催賜所一一闘い合わせ先

　長崎県窯業技術センター（稗木場郷槌5揖地２）

　　登85－3140　F A X85－6872

●日　時

●場所
●内　容
●対象者
●受講料
●賎訪法

●送付先

１２月８日～平成26年3月23日

13:00～17:00(!回４時間　全13回)

東彼杵町総合会館１階研修室１

要約筆記奉仕貝畏成

興味のある方で18歳以上

無料(ただし､テキスト代3､000円が必要)

往復はがぎに氏名凶ﾘが匈､掴吏掛弓、

住所､生年月日､職敲､迦名先を記入し､刹昿。

〒852-8114長崎市橋口町10-22　3F

一般社団法人長崎県ろうあ協会

｢東彼港区要約筆記奉仕貝養成講座｣係

●締　切　１１月30日(土)消印有効

●問い合わせ先

　一般社団法人長崎県ろうあ協会　埋蔵5-847'-ailEsl

＿　　　　___‥_

。_｡｡－、言詐言濯即Ｊ４ごF;
‥‥------一一･--－･－--･　-一一‥　－　一一　---･------‥----‥----･------－･-　‥一一　--------‥-----－－-------－--⊇半岫示圭⊇］玉丿言畳呈孚よ皿

‥‥一一‥一一一一‥一一一一一一　　一一一一一一一一-　－一一　　　　一一　　　　　－　　　　　　　　　　　　一一‥一一
●募集人員

　医学部医学科123名(長崎県からは２-･３名)

●出願資格

　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及

び平成26年３月卒業見込みの者、またはこれと同

等以上の学力があると認められる者。

●出願期間

　平成2e年１月６日(月)～！月22日(水)17苛必蒼

　※消印有効期限　１月21日(火)

●問い会わせ先

　自治医科大学学事課入試広報係

　S0285－5B－7045

　ホームページ　http://www.池hi､ac.jp

●日時　12月５日（木）午荊la］寺から午後４時まで

●場所　波佐見町役増　相談室

●相談内容

　①家庭内や夫婦間の問屋､②相続に関する問題、

　③覗周一近隣間の問題､④その他日常生活での

　様４な悩み

●禰啖員　人権擁護委員

●問い合わせ先

　役場住民振社課戸籍係　71 85-211!｛内訟11U切

　※相談は無料で､予約も必要ありません。

　町内の障がい者の方が強みよいまちづくりの推進

を図るため、『手帳所持者の集い』を下記日程のとお

り涵催いたします。

●日時12月１日（日）９：３｛ト1 1 : 30

●場膠　波佐見町総合文化会館小ホール

●内容［訓演会］

　　　　謡師：長崎県身体障がC堵福祉協会連合会

　　　　　　会長一土岐達志氏

　　　　演題：陽がい蜜福祉と協会jE!i動について

●参加申込・問い合わせ傀

　波佐見町役場削篤福祉謝社会福社儲酋85-2973

　波佐見町良体障害者福祉会事務局　き85-5493

●契単金の返還はお早めに１

　長崎県育英会では､奨学金の返還期日を守らず､滞

納となつでいる方が増加し、大変困っております。

　あなたの返還金が､後輩の新たな奨学金となります。

貸与を受けていた方は､返還期日在守り早めに納付い

たしましょう。

●寄付倉をお寄せください！

　長崎県阿英会では、寄付金を受け付けております。

皆椋から寄せられた浄財は奨学同金として活用させ

ていただき、奨学金葛li業の充実を図って参ります。

皆様方のご支援をよろしくお願いいたします。

　なお､長傾県育英会への寄付金には、税法上の優遇

娼犀が受けられます。

●相鱗・問い合わせ先

　公益財団法人長崎県育英会　一国5－824 －7501

【広告】

酬漣器自田町家罰両laZ21塘2渕上ﾋ汲躊り哺囃脚ら降へ徒歩2別

　　岡村行政書士法務事務所参　　　
行教書士　岡村達馬

行政書士はあなたの街の法律家です。

相続、遺言、民事トラブルなどでお困

りの方、ぜひご相談ください。

波佐見町折敷瀬郷８５８　Ｓ８５－４２８９
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　a］気なく普段は使っているけれど

し、実は日本話として間遠っている

ぷ現や、「ﾖ本回としての詞を疑われ

る表現を精選して解説。いろいろな

レベルのＯＸ同屈を解くことで､正

L.い、そして昴佃のあゐ日本鯖が牙

につく本｡

　
　
　
　
伺
多
錦
涌
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。
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ツ
ア
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ト
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　刻んだ171一ざt刄陥昏門Ｚこつ1ilるだ

け。大－天梓儡の昆ｉ閲ｌか発明した

天才詞昧刈一置石冰で作一恥やせて９

涯になる71翁。霧晋かIいっそ｡作-ｺてい

る料速の中からIIおいLべ滅Jrでき

るレシビをla介する。

桐
翌
和
夫
否

細
口
昶
同
社

- － － － － － ・

/多，
ｸ綸旨

”･j/
燃
え
る
同
一

　１しく高邁な「他」をＳλたロポ

人に:とワで、「燃える闘魂|を呼び

覚ますことが、いまなによリ肝武で

あるー。日航両建の阿哭、｛ﾖ本経済

両生のシナリｊなどを示し、逆境を

はね返す成功の哲学を同える。

似
島
掴
循

　
幻
冬
舎

お
β
し
ト
一
が
り
は
旨
μ
老

か
ら

　麗察を哭然辞めたgi瓦]凹は、兄の

季か継いだ喫茶店でバディシエとし

て附き始めた。鋭敏な推31力を持つ

ｉの知恵を借りたい県警本邸は恥盾

蜀(7)一ちゃんを送り込み、掴解な殺

人申件にZかりを相談させてきてｰ･-。

波佐見町図書館　開館時間10:0〔ト18；0（）

　酋26 － 7091 （直通）

　●ホームページアドレス

　　h卯://library.town.hasami.lg.jp/top.htm

　図メールアドレス

　　wavehall.lib嘸own､hasa蝋19.jp
☆鴎萄訟休謳旧☆作］測引剥向）

　毎週月曜日、第３木曜日、祝日、11月23日（祝）

　及び年末年始（12月28日～１月３日）

り挫冰一捗1円く〉

　　毎月第２土曜日｛10: 3X｝～　総合文化会館）

{広告}

:げ10月Ｌ発注した収集でも，

　　　　　≪ｍ業践130万円以上7･

一 一 一 一

完済した方だけでなく､現在まだ借金が□ziｦil

残っている方でも､連続10年な上の取引が　'゛『?吃Tヅ'‘゜"

●2Qlj,jry，ilr廊醇郷琶

－
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Ｉ
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ある方には､自己負担金をｾﾞﾛにします、７･=･=だ
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社協だより
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開催のお知らせ，

　この度、波佐見町社会福祉協議会は創立60周年という節目を迎えることとなりました。

　そこで、日頃よりご理解・ご協力いただいている町民の皆さまへの感謝の気持ちを込め

て、記念社会福祉大会「ありがとうのつどい」を下記の通り、間催します。

　どなたでも参加できますので、是非お気軽にご来場ください！

と　き＊　平成２５年ｌ１月241=1([])
１２

１３

：３０～

：００～

受付

ljUi

- 一 一 一 一

ところ＊ 波佐見町総合文化会館　大ホール
内　容＊

　記念式典

　　町内の社会福祉功労者やｊありがとうメ

　ッセージ｣作品受貧者の表彰等を行います。

ｼﾀﾞﾉ｀
'５々む

ﾐ1

･

　　‾‾'‾･･‾-‾‾‾‾･-一一

訪

　㎜.㎜

こy

一
　‾‾一－．＿　●

　　　　　　一一－

二胡コンサート

　　ー

ｼﾞり･
姜

ｼｮｳｲヱﾝ
暁艶a

　｀IT乙訓¨の音色で。

癒しのひとときを。

　　　　－　　’　　
●II

●　　＿_，=taf?
　　．－』‾”j一一ご’･’Ｍな゛ｔ・

Ｉ　ﾆt lf･’-r_‾-’i i..’‾

I一二･.，－-”　　●
’●　　　－　　‾

○

｢あした、笑韻になあれ

～夜回り先生からのメッセージ｣

　　みずたに　おさむ

･，水谷修a
－
－
－

不登校や心の病、自

殺など、子どもたち

や若者が直面してい

るIM]題に対し精力的

に活動をされている、

通称I｀夜回り先生'I

にご講演いただきま

す。

　　◆そのほか、福祉用具の展示等も行う予定です、

入場料＊　無料

お問合せj皮佐見町社会福祉協議会

　　　　　波佐見||||長野郷１７３-２／Ｓ ８ ５ －２２４０／ｒ;ｌｘ ８５－７４２８

ａＭ､ﾖ、１７広皿随一jl●



波佐見町社会福祉協誦会　酋85-2240

教育支援資金貸付 ＊＊お気軽にご相談ください4･ホ

社会楷祉協議会で取り扱っております教育支援資金について紹介します。

教育支援資金には教育支援費と就学支度費があり、貸付内容は以下のとおりです。

修学先 貸付限度額 償還期間 据置期間 利子
㎜ ㎜ 高　　校 (月額)35,000円

10年以内

　６ケ月以内

卒業もしくは
退学した翌月
から起算する

無利子

㎜ Ｉ 高　　専

短　　大

専修学校

(月額)60,000円･

㎜
■
II

大　　学
一
全　　て

(月額)65,DDO円

�一一
500,000円

水連帯保証人･･･年齢60歳以下で、原則、長崎県内に在住する者(１名)｡※同―世帯の者を除く

＊日本学生支援機構(大学)や長崎県育英会(高校)の誕学金が優先します。

＊詳細につきましては社会福祉協議会(Ｓ：８５－２２４０)へお尋ねください。
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｢伊豆大島等台風26号

　　　　災害東京都義援金｣

　　　　を｣受け付けています。

＊指定L｣座へ各自でお振込みしていた

　だくかたちでの受付となります。
＊詳しくは下記まで、お気軽にお問い

　合わせください。

【お問合せ】

　11本赤十字社波佐見町分区
酋.:85-22410
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；平成26年度

～優秀賞おめでとうございますｰ一　－敏称略

・稲冨大四郎（湯無田狐）・松尾菊治｛永尾郷｝

・田村ツギ（田ノ頭郷）一橋石かほる（稗木場1－

一朝永又四郎（協和鰐）

ｆ
‐
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鄙■1＿[lj二KIこI::EII!
平咸20年4月２日生-岬成23年4月IE生：

※３歳になった時点で入園できます｡ｌ

１２月２５日｛水｝まで　　　　　　ヽ

：●対奈児

？●募麟期閥

全国的に〔84〕歳になっでも自分の歯を20本以上
アナンダ幼糧�

；保ちましよう」という印厦（）（はちまる・にいま

ｌる）運動」が推進されており、波佐見町と大村東

；徨歯科医師会では、今年度、地域の「8Q20運動」

;｡達成否を募集しました。
；　平成25年４月１日現在8随以上の力で、３本以

にh自分の歯を持っていると応募をいただいた方の

〒８５９-３７１４　波佐見町金握鮨194福地
　霊・ＦＡＸ ８５－２６１５

　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　htlp;//ananda,lodorokizan.jp/

中から厳正な審査の結果、５名の方が優秀寅に輝

－
Ｉ
Ｉ
・
‘
１

こlll［EI;ｺＴ

〒859-3711　波佐見町井石擢2249番地

　711185－2685　F A X 85 －3795
　ホームページ　hUp;//hasami-east､com/

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ皆ました。

S※入学願書はヽご希望の圓へお問い合わせください･|　これからも、現在のすぱらしいお□の健康を雄

l※個人情報｡保護のため各世帯に願ｌが送付され　：持し、ますますお元気でお通ごしください。

ｔ　ませんのでヽご注意ください･　　　　　　　ｌ◆波佐見町・大村東彼歯科医師会=●
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休
日
在
宅
当
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に

ご
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婚
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お
め
で
と
う

11剛7日本　川　医　院011－　　82-2010

　23日す　が　眼　科a眺即　　　20-7575

　241ﾖひろ皮ふ科クリニ･yク卯鄙　　82-3C01

12月１日松　尾　医　院a推知　　85-2001

　8日山　佳　医　院庫被相0957-46-1162

　15日にいむら整形外科圓匍　　腿-6565

　22日坂　□　医　院ほ佐則　　85-3a)0

　23日みやた/|ヽ児科医院UII－　　82-3735

　29EIはすわ診一所(渡佐見)　85-5221

　3:】日松村内科一消化器糾(東経杵10957－47-0709

　31日田　渕　医　院4川●)　　82--2111

　　　一路一時間‥・9 :00～17 : DO

一 一 ヽ

11月25日-一12月１日までは犯

●犯罪紬麹嘸支援キャンペーン

　11月20日（水）12 : 15～13 : 00

●問い合わせ先

　川棚警察署刑務課　一日2－311
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平成25年９月における犯罪発生状況

９月中発生件数
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物匍事故

　波佐見町　　　川棚町

47リ十10｝　71（－16）

　1（十い　　　２は○）

61（十10）　i08（－12）

123（－24）174（･ﾄ10）

飲酒事故　　○
｜　無免許徊故　　○
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53（＋8）171（＋2）｜　痙反・事故

　１（十月

89（十2剛
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　4（＋2）

258（十22）
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　波佐貝JH]では、平成25年1

月力ヽら餌酉運転による違反か３

件発生していま･『｡飲酉狐丿胞対

運転しなしはうにしましよう。

脅一門‘や飛ヽＪ主宅型有料老人ホーム･II－s･sa歩19!

胞｀ｸﾊｯﾋﾟﾘ::ﾄﾃﾞﾝ川棚

ご入居萎作

安支拐14acF

一介習1一一5蜀
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i函0120-888-236 11111

Zこご７ＳＩ雰;r?7　　　　受付申1
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　　　　　　　　12月２日(月)波佐見町役堪9jﾄ|図
珊子手帳交伺112目16日(印波佐見町役場9:33-||:l

乳児僣康橿額

田25年６月生1　121Ξ111日(水)錨地文化=霞館9:l-10:!勁1

田2!i年２月生1　1S12aﾖ(金う総名文化会館9:l･ll:1佃

　　　　　　　そうだん

心配ごと相談圃社会撞拉協議金轡85-ISO)

　場所：総合文化会館

　II肖2謹ｮ!加13:3ト16:00 0相談廸　石橋ｉｉ－池元軽

　　271ｮ(刺13:3)－IS:000相一員　谷添岩男:橋本弘子

　12月111ﾖ(昶13:30-16:00０相談貝　一咄Sこｮ!浴溥SI

　　　|厠(刺la;3)～16溜○相談員　石橋安幸:長崎重信

　　　21白吐39:30･･･11:30 0相・里　野原元圖;橋本弘子

　　　251ﾖ(和13:1)～16:l〕○相談員　石橋安幸:－潮曇￥

■...-..-..■.....■..　－　　㎜　I_.･.･■.････････㎜･･㎜･･㎜･■･㎜･･㎜･㎜■㎜㎜I■

心配ごと･朽一意向相論C総合文化会館113 ； 30～16 ； 00

12月４日(水)
０徊談昌
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特設人権祖鵬(撥増粗放室)

野添元詮､長呉誠人
一 一 一 一 Ｉ 一 一 一 一 一 一

・ ・ Ｉ ㎜ ・

づ
づ

言
・
”
’
ザ
”
’
・
・
”
”
”
一
一
・
”

1

.
1
:
”
’
｀

‘
”
”
］
”
・
‐
”

Ｌ

1 1 1

1 1

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

’
ド

■ ・ Ｉ ■ ・

10:(X)～16:a〕

12月５日（木）０相談員　人権降護委剛気L息子瀾本弘司
　－･----‥･-------------------･--------･----

夜闇納税栢鵬｛役場相談窟ほか3

11月ａ則月｝､12目25田冰）○相談員
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小児救一端諸相謨

　「病院に連れて行っ

たほうがいいのかし

ら･･･？」「誰に相談し

たら…｡j

　そんなときは

●相談時間

　毎日　午後７時

　　　　～翌朝８時

＃8000

はさみめぐりあいイペント
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１２月２２日旧□５時30分-･

有田ボーセリンバーク

30盾－45歳くらいの独猫男女

男性！3.000肖、女性:2､600円

　　　　　　甕ノンアルコールのバーティーです，

讐肆備はさみめぐり商い実行委員会霖B5－2000

　　　平威26年　童佐薦繩盧Å鳶

　　　◆受付　9 :30～10 : 15

　　　●式典　10 : 30～12:0【】

(金)◆場所　濃佐見釘総蝕:化会館

催し物
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町民栽翠ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大1: 11月17日旧)
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は窃み両発見塾　11月1?EI(日)旧中央小学掴講栄ほか
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月23日（祝）総合文化会館
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11月24日（日）申圈ｸiｳＪｽﾀ＋ｺﾞｰﾙ
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子どもの成穫に地域の睨・もの･こと』を朧吻胎す:r:。。

　世界に誇る日本の戮斟邑ですが、その教科佃でも銘わえないこと。それが体験であり、生の活勁です。

　生の体験、活動によって徊た力は、まさしく身体に染み入り･、本物になります。

　地域は教材の宝庫で７．そうです、｢地域の　ひと・もの・こと｣こそ、紗桐宝即そのものです。この宝の教材を活

かＴことで、子どもたちの学びや成長は確かなものになります。

　そして、この宝の教豺にふれあうことで、子どもたちは、地域を自慢し、1ぎりに思い、愛し、大事にしたいと願い、

そこに生きる者としてふるさとにかかわることを当たり前に思うようになるのだと信じています。

　全校や学年を単位にした行李や活l]、学旨の中で｢地域の　ひと」脊活かしたものを紹介します。もちろん、これ以

外にも多くのかかわりをもち、これからもさらに広U･たL人深めたりできるよう計画していきます。

　ＭＯ／２５秋の学習遠足はまさしくその体験の場です。}

ﾚ:ごﾆ-i弓yE41TiS’

▲夕控平和集会 Ａ５年呆作り体験 A3年－回

尽　ムペーシアドレ父hllpり/ws哺:,wr･,hasami,lg,jp

メールア･ﾄ:レスIGwn-olfice＠low｡hasamiJg･jp
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